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SPMSPMだよりだより No.007

食品業界への応用例

左上図はビール酵母（倍率 約4000倍）、右上図は
細菌（倍率 約10000倍）です。SPM（走査型プローブ
顕微鏡）により、右下図のような簡単な試料調製だけで、
無蒸着で大気中観察が可能です。特に酵母菌の出芽痕
（bud scar）や細菌の鞭毛（太さ 約20nm）が確認でき
ることはSPMの驚異的な分解能を示しています。

また、粒子解析ソフトウェアを用いることにより、
左下図のように菌体の抽出、統計処理が可能となり、
菌種同定の手がかりが得られます。
ビール、乳製品、醗酵食品など微生物を扱う業界

の製造管理、研究開発用に光学顕微鏡や電子顕微鏡
では得られないデータを提供します。
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出芽痕 鞭毛

15mmカバーグラス上に10μl の蒸留水を塗布 

菌体を軽く懸濁 

寒天培地より菌体をサンプリング 

風乾 

AFMによる観察 

微生物観察における原子間力顕微鏡用試料の作成方法
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